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補
正
予
算
約
21
億
６
千
万

円
と
大
規
模
と
な
っ
た
理
由

は
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
通

常
に
比
べ
有
利
な
財
源
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

国
の
予
備
費
や
補
正
予
算
に

関
連
し
た
事
業
費
約
41
億
１

千
万
円
を
積
極
的
に
計
上
し

た
結
果
、
補
正
予
算
規
模
が

約
21
億
６
千
万
円
と
な
っ
た
。

　
国
の
予
備
費
や
補
正
予
算

を
活
用
す
る
事
業
の
選
定
は
。

　
事
業
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽

化
対
策
な
ど
に
関
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
市
民
の
安
全
安

心
な
利
用
の
た
め
、
横
断
歩

道
橋
の
耐
震
診
断
や
小
中
学

校
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
を

選
定
し
た
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性

化
や
都
市
基
盤
整
備
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
「
な
ぐ
わ
し

公
園
」
な
ど
の
用
地
取
得
事

業
を
選
定
し
た
。

　
川
越
駅
西
口
第
一
自
転
車

駐
車
場
拡
張
用
地
に
お
け
る

自
転
車
駐
車
場
の
今
後
の
整

備
計
画
と
整
備
規
模
は
？

　
平
成
25
年
度
に
用
地
取
得

を
行
い
で
き
る
だ
け
早
期
に

実
施
設
計
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
整
備
規

模
に
つ
い
て
は
、
川
越
駅
西

口
地
域
全
体
の
自
転
車
駐
車

場
の
必
要
整
備
台
数
や
整
備

場
所
の
調
査
を
行
い
、
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
現
在
、
川
越
駅
西
口
で
民

間
に
土
地
を
貸
し
付
け
て
運

　
　
　（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　
大
屋
根
の
特
徴
と
し
て
は
、

空
間
利
用
に
あ
た
っ
て
の
工

夫
も
含
め
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
大
屋
根
は
西
口
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
市
の
鳥
の
雁
が
羽

ば
た
く
姿
を
表
現
し
て
お
り
、

夜
間
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
全

体
が
浮
び
上
が
る
様
な
印
象

を
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ト

ラ
ス
構
造
に
よ
り
、
大
屋
根

の
下
に
広
々
と
し
た
空
間
が

創
出
さ
れ
、
デ
ッ
キ
中
央
部

は
人
々
の
待
合
せ
等
の
滞
留

が
可
能
な
空
間
と
な
る
。

　
特
に
身
障
者
や
高
齢
者
の

方
々
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
さ
れ
た
か
。

　
公
共
交
通
エ
リ
ア
は
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
対
応
と
し
、

一
般
車
乗
降
エ
リ
ア
は
車
い

す
を
考
慮
し
て
フ
ラ
ッ
ト
構

造
と
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
幅
も

通
常
よ
り
広
い
３
ｍ
と
し
た
。

　
ま
た
、
坂
戸
ろ
う
学
園
等

の
バ
ス
乗
降
場
は
、
駅
出
入

口
付
近
に
シ
ェ
ル
タ
ー
の
あ

る
乗
降
場
を
設
け
る
。

　
最
低
制
限
価
格
は
ど
の
よ

う
に
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
最
低
制
限
価
格
は
、
国
の

低
入
札
価
格
調
査
基
準
に
準

じ
、
直
接
工
事
費
の
95
％
、

共
通
仮
設
費
の
90
％
、
現
場

管
理
費
の
70
％
、
一
般
管
理

費
等
の
30
％
を
合
算
し
た
額

を
基
に
決
定
し
て
い
る
。

　
最
低
制
限
価
格
に
お
け
る

労
務
費
の
考
え
方
は
。

　
最
低
制
限
価
格
に
お
け
る

労
務
費
は
、
算
定
上
、
直
接

工
事
費
の
95
％
と
し
て
い
る
。

　
下
請
け
労
働
者
の
賃
金
を

含
め
事
業
の
実
態
を
市
と
し

て
調
査
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
労
働
者
の
賃
金
支
払
の
実

態
把
握
は
意
義
が
あ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
、
建
設
労
働

者
の
賃
金
は
、
職
種
、
雇
用

形
態
等
で
異
な
り
、
月
給
払

で
は
市
発
注
部
分
の
特
定
が

で
き
な
い
な
ど
、
正
確
な
実

態
把
握
が
難
し
い
た
め
、
賃

金
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
る
。

　
「
川
越
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
」

を
上
程
し
た
背
景
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　
平
成
21
年
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
等
を
踏
ま

え
、
昨
年
５
月
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の

法
律
は
、
市
町
村
が
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

を
設
置
す
る
義
務
に
つ
い
て

定
め
、
対
策
本
部
の
設
置
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
議
案
を
上
程
し

抱
え
て
い
る
と
考
え
る
が
市

長
の
考
え
は
？

　
今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
賛

同
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、

真
の
地
方
分
権
と
い
う
観
点

か
ら
は
疑
問
も
残
る
。

　
震
災
の
復
興
財
源
と
し
て
、

市
民
税
、
県
民
税
、
合
わ
せ

て
い
く
ら
の
負
担
増
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
所
得
税
は
ど

の
よ
う
に
引
き
上
げ
と
な
る

の
か
伺
う
。

　
個
人
市
県
民
税
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま

で
の
間
、
均
等
割
の
税
率
を

そ
れ
ぞ
れ
年
額
５
０
０
円
引

上
げ
、
合
わ
せ
て
１
０
０
０

円
の
負
担
増
と
な
る
。
所
得

税
は
、
平
成
25
年
１
月
か
ら

平
成
49
年
12
月
ま
で
の
間
、

所
得
税
額
の
２
・
１
％
を
付

加
す
る
。

　
今
回
の
増
税
は
防
災
費
に

充
当
す
る
と
あ
る
が
個
人
市

民
税
は
普
通
税
で
あ
り
使
途

が
限
定
さ
れ
な
い
点
に
対
し

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
？

　
改
正
は
市
の
防
災
費
の
財

源
確
保
が
目
的
で
あ
り
、
薄

く
負
担
を
求
め
る
均
等
割
で

増
収
を
図
る
こ
と
は
防
災
事

業
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。

　
増
税
に
よ
る
見
込
み
８
千

万
円
、
無
駄
の
削
減
等
で
捻

出
で
き
な
い
の
か
？

　
今
の
財
政
状
況
の
中
で
は

引
上
げ
相
当
分
の
予
算
を
防

災
に
充
て
ら
れ
な
い
上
、
増

税
し
な
く
て
も
相
当
分
の
交

付
税
が
減
少
す
る
。

　
市
民
税
の
増
税
が
前
提
で

本
市
へ
の
普
通
交
付
税
が
減

少
す
る
。
今
回
の
市
税
条
例

の
改
正
に
は
様
々
な
問
題
を

答問答

が
求
め
ら
れ
る
が
見
解
は
。

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
、

命
を
守
る
た
め
に
、
教
員
一

人
ひ
と
り
が
、
状
況
や
訴
え

を
見
逃
さ
な
い
感
性
を
も
つ

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

答答答

川
越
観
光
推
進
協
議
会
と
小

江
戸
川
越
観
光
協
会
と
の
棲

み
分
け
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
小
江
戸
川
越
観
光
推
進
協

議
会
は
、
今
後
、
事
業
の
移

管
な
ど
に
よ
り
事
業
を
縮
小

し
た
の
ち
、
そ
の
存
続
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
市
長
は
一
期
目
相
次
ぐ
負

担
増
を
行
っ
た
が
二
期
目
は

負
担
増
を
行
わ
な
い
の
か
。

　
財
政
全
般
に
対
し
て
、
慎

重
な
運
用
を
心
掛
け
、
内
部

努
力
も
最
大
限
行
っ
た
後
、

や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、

市
民
の
皆
様
に
ご
負
担
を
願

う
こ
と
も
あ
り
え
る
。

　
国
家
公
務
員
給
与
平
均
７

・
８
％
減
額
措
置
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
準
じ
た
同
様

の
地
方
公
務
員
へ
の
削
減
要

請
に
対
す
る
見
解
は
。

　
地
方
の
自
主
性
の
観
点
か

ら
は
、
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
社
会
情
勢
に
応

じ
、
措
置
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
い
じ
め
問
題
の
対
応
で
全

職
員
が
児
童
生
徒
の
命
に
つ

い
て
最
優
先
の
原
則
の
確
立

問問問

問問問

答答

　
防
災
震
災
対
策
は
、
自
治

体
の
責
務
で
あ
り
、
新
た
な

税
金
を
取
ら
な
け
れ
ば
や
ら

な
い
と
い
う
事
業
で
は
な
い

と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

　
防
災
震
災
対
策
は
自
治
体

の
責
務
で
あ
る
が
、
防
災
事

業
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

復
興
基
本
法
を
踏
ま
え
、
今

回
そ
の
財
源
と
し
て
活
用
す

る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

問問 答答

た
も
の
で
あ
る
。

　
「
川
越
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
」

で
定
め
る
「
対
策
本
部
」
の

設
置
は
い
つ
な
の
か
。

　
こ
の
条
例
が
定
め
る
対
策

本
部
は
、
政
府
対
策
本
部
長

が
、
特
別
措
置
法
の
規
定
に

よ
り
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発

し
た
際
に
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら

れ
、
対
策
本
部
の
設
置
時
、

学
校
や
保
育
園
な
ど
に
お
け

る
対
応
は
、
ど
う
進
め
る
か
。

問答問

　
県
知
事
か
ら
、
学
校
や
保

育
園
の
使
用
制
限
等
の
要
請

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
国
・
県
の
行
動
計
画

を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
へ
の

影
響
が
大
き
い
施
設
で
は
、

県
及
び
施
設
の
管
理
者
と
速

や
か
に
連
携
で
き
る
よ
う
、

所
管
部
署
ご
と
に
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
の
定
め
る
予

防
接
種
と
、
予
防
接
種
法
の

新
臨
時
接
種
と
の
ち
が
い
は
。

　
特
別
措
置
に
よ
る
予
防
接

種
は
、
発
生
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
が
強

く
病
原
性
が
高
い
場
合
に
、

緊
急
事
態
宣
言
が
行
わ
れ
た

と
き
に
実
施
さ
れ
る
が
、
新

臨
時
接
種
は
、
感
染
力
は
強

い
が
病
原
性
が
低
く
、
緊
急

事
態
宣
言
が
な
い
場
合
に
実

施
さ
れ
る
予
防
接
種
で
あ
る
。

　
透
析
患
者
、
小
児
、
妊
婦

等
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
で
受
入

れ
可
能
な
医
療
機
関
数
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

　
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な

数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

国
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
中
間

答問問 答答

議
案
第
１
号

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
み
ん
な
の
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
６
号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
７
号

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
関
係
手
数
料
条
例

　
　【
み
ん
な
の
党
】

議
案
第
９
号

川
越
駅
西
口
駅
前
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
請
負
契
約

　
　【
や
ま
ぶ
き
会
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
16
号

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

問答問答

市
機
能
の
集
約
化
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
促
進
、
緑
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
、

建
築
物
の
低
炭
素
化
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
計
画
を
作
成
す
る
か
ど

う
か
は
、
事
業
上
及
び
予
算

上
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
見

極
め
た
う
え
で
、
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
条
例
が
制
定
さ
れ
る
事
で

手
数
料
の
徴
収
が
行
わ
れ
る

が
、
本
市
の
見
込
み
徴
収
額

は
い
く
ら
か
。

　
国
土
交
通
省
の
目
標
通
り

に
推
移
す
れ
ば
、
平
成
25
年

度
は
１
０
０
数
件
の
申
請
が

想
定
さ
れ
、
認
定
手
数
料
は

60
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

で
は
、
２
４
０
万
円
程
度
が

見
込
ま
れ
る
。

　
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
「
都

市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関

す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に

対
し
て
本
市
の
見
解
は
。

　
こ
の
計
画
は
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
を
図
る
た
め
、
都

答答

問問問 答答

答問答問答

問問 答

市
長
は
ど
こ
に
重
点
を
お
い

て
取
組
む
べ
き
と
考
え
る
か
。

　
過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
て

医
療
関
係
者
や
事
業
者
、

国
・
県
・
他
自
治
体
と
の
連

携
を
図
り
、
市
民
の
生
命
と

健
康
を
守
り
、
市
民
生
活
や

経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
と

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

取
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
り
ま
と
め
」
に
よ
る
と
、

県
が
、
入
院
患
者
の
受
入
れ

が
可
能
な
医
療
機
関
の
情
報

を
収
集
す
る
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
本
市
と
し
て
は
、
県

の
情
報
収
集
に
協
力
し
な
が

ら
、
情
報
分
析
を
行
い
、
的

確
な
状
況
把
握
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
行
動
計
画
策
定
に
あ
た
り

問問問

答

工事が進む川越駅西口
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補
正
予
算
約
21
億
６
千
万

円
と
大
規
模
と
な
っ
た
理
由

は
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
通

常
に
比
べ
有
利
な
財
源
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

国
の
予
備
費
や
補
正
予
算
に

関
連
し
た
事
業
費
約
41
億
１

千
万
円
を
積
極
的
に
計
上
し

た
結
果
、
補
正
予
算
規
模
が

約
21
億
６
千
万
円
と
な
っ
た
。

　
国
の
予
備
費
や
補
正
予
算

を
活
用
す
る
事
業
の
選
定
は
。

　
事
業
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽

化
対
策
な
ど
に
関
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
市
民
の
安
全
安

心
な
利
用
の
た
め
、
横
断
歩

道
橋
の
耐
震
診
断
や
小
中
学

校
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
を

選
定
し
た
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性

化
や
都
市
基
盤
整
備
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
「
な
ぐ
わ
し

公
園
」
な
ど
の
用
地
取
得
事

業
を
選
定
し
た
。

　
川
越
駅
西
口
第
一
自
転
車

駐
車
場
拡
張
用
地
に
お
け
る

自
転
車
駐
車
場
の
今
後
の
整

備
計
画
と
整
備
規
模
は
？

　
平
成
25
年
度
に
用
地
取
得

を
行
い
で
き
る
だ
け
早
期
に

実
施
設
計
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
整
備
規

模
に
つ
い
て
は
、
川
越
駅
西

口
地
域
全
体
の
自
転
車
駐
車

場
の
必
要
整
備
台
数
や
整
備

場
所
の
調
査
を
行
い
、
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
現
在
、
川
越
駅
西
口
で
民

間
に
土
地
を
貸
し
付
け
て
運

　
　
　（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　
大
屋
根
の
特
徴
と
し
て
は
、

空
間
利
用
に
あ
た
っ
て
の
工

夫
も
含
め
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
大
屋
根
は
西
口
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
市
の
鳥
の
雁
が
羽

ば
た
く
姿
を
表
現
し
て
お
り
、

夜
間
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
全

体
が
浮
び
上
が
る
様
な
印
象

を
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ト

ラ
ス
構
造
に
よ
り
、
大
屋
根

の
下
に
広
々
と
し
た
空
間
が

創
出
さ
れ
、
デ
ッ
キ
中
央
部

は
人
々
の
待
合
せ
等
の
滞
留

が
可
能
な
空
間
と
な
る
。

　
特
に
身
障
者
や
高
齢
者
の

方
々
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
さ
れ
た
か
。

　
公
共
交
通
エ
リ
ア
は
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
対
応
と
し
、

一
般
車
乗
降
エ
リ
ア
は
車
い

す
を
考
慮
し
て
フ
ラ
ッ
ト
構

造
と
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
幅
も

通
常
よ
り
広
い
３
ｍ
と
し
た
。

　
ま
た
、
坂
戸
ろ
う
学
園
等

の
バ
ス
乗
降
場
は
、
駅
出
入

口
付
近
に
シ
ェ
ル
タ
ー
の
あ

る
乗
降
場
を
設
け
る
。

　
最
低
制
限
価
格
は
ど
の
よ

う
に
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
最
低
制
限
価
格
は
、
国
の

低
入
札
価
格
調
査
基
準
に
準

じ
、
直
接
工
事
費
の
95
％
、

共
通
仮
設
費
の
90
％
、
現
場

管
理
費
の
70
％
、
一
般
管
理

費
等
の
30
％
を
合
算
し
た
額

を
基
に
決
定
し
て
い
る
。

　
最
低
制
限
価
格
に
お
け
る

労
務
費
の
考
え
方
は
。

　
最
低
制
限
価
格
に
お
け
る

労
務
費
は
、
算
定
上
、
直
接

工
事
費
の
95
％
と
し
て
い
る
。

　
下
請
け
労
働
者
の
賃
金
を

含
め
事
業
の
実
態
を
市
と
し

て
調
査
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
労
働
者
の
賃
金
支
払
の
実

態
把
握
は
意
義
が
あ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
、
建
設
労
働

者
の
賃
金
は
、
職
種
、
雇
用

形
態
等
で
異
な
り
、
月
給
払

で
は
市
発
注
部
分
の
特
定
が

で
き
な
い
な
ど
、
正
確
な
実

態
把
握
が
難
し
い
た
め
、
賃

金
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
る
。

　
「
川
越
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
」

を
上
程
し
た
背
景
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　
平
成
21
年
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
等
を
踏
ま

え
、
昨
年
５
月
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の

法
律
は
、
市
町
村
が
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

を
設
置
す
る
義
務
に
つ
い
て

定
め
、
対
策
本
部
の
設
置
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
議
案
を
上
程
し

抱
え
て
い
る
と
考
え
る
が
市

長
の
考
え
は
？

　
今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
賛

同
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、

真
の
地
方
分
権
と
い
う
観
点

か
ら
は
疑
問
も
残
る
。

　
震
災
の
復
興
財
源
と
し
て
、

市
民
税
、
県
民
税
、
合
わ
せ

て
い
く
ら
の
負
担
増
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
所
得
税
は
ど

の
よ
う
に
引
き
上
げ
と
な
る

の
か
伺
う
。

　
個
人
市
県
民
税
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま

で
の
間
、
均
等
割
の
税
率
を

そ
れ
ぞ
れ
年
額
５
０
０
円
引

上
げ
、
合
わ
せ
て
１
０
０
０

円
の
負
担
増
と
な
る
。
所
得

税
は
、
平
成
25
年
１
月
か
ら

平
成
49
年
12
月
ま
で
の
間
、

所
得
税
額
の
２
・
１
％
を
付

加
す
る
。

　
今
回
の
増
税
は
防
災
費
に

充
当
す
る
と
あ
る
が
個
人
市

民
税
は
普
通
税
で
あ
り
使
途

が
限
定
さ
れ
な
い
点
に
対
し

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
？

　
改
正
は
市
の
防
災
費
の
財

源
確
保
が
目
的
で
あ
り
、
薄

く
負
担
を
求
め
る
均
等
割
で

増
収
を
図
る
こ
と
は
防
災
事

業
の
趣
旨
に
合
致
す
る
。

　
増
税
に
よ
る
見
込
み
８
千

万
円
、
無
駄
の
削
減
等
で
捻

出
で
き
な
い
の
か
？

　
今
の
財
政
状
況
の
中
で
は

引
上
げ
相
当
分
の
予
算
を
防

災
に
充
て
ら
れ
な
い
上
、
増

税
し
な
く
て
も
相
当
分
の
交

付
税
が
減
少
す
る
。

　
市
民
税
の
増
税
が
前
提
で

本
市
へ
の
普
通
交
付
税
が
減

少
す
る
。
今
回
の
市
税
条
例

の
改
正
に
は
様
々
な
問
題
を

答問答

が
求
め
ら
れ
る
が
見
解
は
。

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
、

命
を
守
る
た
め
に
、
教
員
一

人
ひ
と
り
が
、
状
況
や
訴
え

を
見
逃
さ
な
い
感
性
を
も
つ

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

答答答

川
越
観
光
推
進
協
議
会
と
小

江
戸
川
越
観
光
協
会
と
の
棲

み
分
け
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
小
江
戸
川
越
観
光
推
進
協

議
会
は
、
今
後
、
事
業
の
移

管
な
ど
に
よ
り
事
業
を
縮
小

し
た
の
ち
、
そ
の
存
続
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
市
長
は
一
期
目
相
次
ぐ
負

担
増
を
行
っ
た
が
二
期
目
は

負
担
増
を
行
わ
な
い
の
か
。

　
財
政
全
般
に
対
し
て
、
慎

重
な
運
用
を
心
掛
け
、
内
部

努
力
も
最
大
限
行
っ
た
後
、

や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、

市
民
の
皆
様
に
ご
負
担
を
願

う
こ
と
も
あ
り
え
る
。

　
国
家
公
務
員
給
与
平
均
７

・
８
％
減
額
措
置
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
準
じ
た
同
様

の
地
方
公
務
員
へ
の
削
減
要

請
に
対
す
る
見
解
は
。

　
地
方
の
自
主
性
の
観
点
か

ら
は
、
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
社
会
情
勢
に
応

じ
、
措
置
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
い
じ
め
問
題
の
対
応
で
全

職
員
が
児
童
生
徒
の
命
に
つ

い
て
最
優
先
の
原
則
の
確
立

問問問

問問問

答答

　
防
災
震
災
対
策
は
、
自
治

体
の
責
務
で
あ
り
、
新
た
な

税
金
を
取
ら
な
け
れ
ば
や
ら

な
い
と
い
う
事
業
で
は
な
い

と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

　
防
災
震
災
対
策
は
自
治
体

の
責
務
で
あ
る
が
、
防
災
事

業
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

復
興
基
本
法
を
踏
ま
え
、
今

回
そ
の
財
源
と
し
て
活
用
す

る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

問問 答答

た
も
の
で
あ
る
。

　
「
川
越
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
」

で
定
め
る
「
対
策
本
部
」
の

設
置
は
い
つ
な
の
か
。

　
こ
の
条
例
が
定
め
る
対
策

本
部
は
、
政
府
対
策
本
部
長

が
、
特
別
措
置
法
の
規
定
に

よ
り
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発

し
た
際
に
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら

れ
、
対
策
本
部
の
設
置
時
、

学
校
や
保
育
園
な
ど
に
お
け

る
対
応
は
、
ど
う
進
め
る
か
。

問答問

　
県
知
事
か
ら
、
学
校
や
保

育
園
の
使
用
制
限
等
の
要
請

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
国
・
県
の
行
動
計
画

を
踏
ま
え
、
市
民
生
活
へ
の

影
響
が
大
き
い
施
設
で
は
、

県
及
び
施
設
の
管
理
者
と
速

や
か
に
連
携
で
き
る
よ
う
、

所
管
部
署
ご
と
に
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
の
定
め
る
予

防
接
種
と
、
予
防
接
種
法
の

新
臨
時
接
種
と
の
ち
が
い
は
。

　
特
別
措
置
に
よ
る
予
防
接

種
は
、
発
生
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
が
強

く
病
原
性
が
高
い
場
合
に
、

緊
急
事
態
宣
言
が
行
わ
れ
た

と
き
に
実
施
さ
れ
る
が
、
新

臨
時
接
種
は
、
感
染
力
は
強

い
が
病
原
性
が
低
く
、
緊
急

事
態
宣
言
が
な
い
場
合
に
実

施
さ
れ
る
予
防
接
種
で
あ
る
。

　
透
析
患
者
、
小
児
、
妊
婦

等
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
で
受
入

れ
可
能
な
医
療
機
関
数
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

　
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な

数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

国
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
中
間

答問問 答答

議
案
第
１
号

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
み
ん
な
の
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
６
号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
７
号

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
関
係
手
数
料
条
例

　
　【
み
ん
な
の
党
】

議
案
第
９
号

川
越
駅
西
口
駅
前
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
請
負
契
約

　
　【
や
ま
ぶ
き
会
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
16
号

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

問答問答

市
機
能
の
集
約
化
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
促
進
、
緑
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
、

建
築
物
の
低
炭
素
化
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
計
画
を
作
成
す
る
か
ど

う
か
は
、
事
業
上
及
び
予
算

上
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
見

極
め
た
う
え
で
、
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
条
例
が
制
定
さ
れ
る
事
で

手
数
料
の
徴
収
が
行
わ
れ
る

が
、
本
市
の
見
込
み
徴
収
額

は
い
く
ら
か
。

　
国
土
交
通
省
の
目
標
通
り

に
推
移
す
れ
ば
、
平
成
25
年

度
は
１
０
０
数
件
の
申
請
が

想
定
さ
れ
、
認
定
手
数
料
は

60
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

で
は
、
２
４
０
万
円
程
度
が

見
込
ま
れ
る
。

　
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
「
都

市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関

す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に

対
し
て
本
市
の
見
解
は
。

　
こ
の
計
画
は
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
を
図
る
た
め
、
都

答答

問問問 答答

答問答問答

問問 答

市
長
は
ど
こ
に
重
点
を
お
い

て
取
組
む
べ
き
と
考
え
る
か
。

　
過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
て

医
療
関
係
者
や
事
業
者
、

国
・
県
・
他
自
治
体
と
の
連

携
を
図
り
、
市
民
の
生
命
と

健
康
を
守
り
、
市
民
生
活
や

経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
と

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

取
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
り
ま
と
め
」
に
よ
る
と
、

県
が
、
入
院
患
者
の
受
入
れ

が
可
能
な
医
療
機
関
の
情
報

を
収
集
す
る
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
本
市
と
し
て
は
、
県

の
情
報
収
集
に
協
力
し
な
が

ら
、
情
報
分
析
を
行
い
、
的

確
な
状
況
把
握
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
行
動
計
画
策
定
に
あ
た
り

問問問

答

工事が進む川越駅西口


